
石巻市監査委員告示第４号 

 

 平成２３年５月２３日付け石巻市監査委員告示第３号で公表した建設部の定期監査結果

報告について、石巻市長から地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１９９条第１２項

の規定による措置を講じた旨の通知があったので、同項の規定に基づき次のとおり公表す

る。 
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石都計 第  ６４ 号 

平成２３年 ６月２４日 

 

 

石 巻 市 監 査 委 員 殿 

                        

                         石巻市長 亀 山   紘 

 

監査結果に係る措置について（通知） 

 平成２３年５月２３日付け２２石監第３５号で指摘があったこのことについて、地方自

治法第１９９条第１２項の規定に基づき、次のとおり措置を講じたので通知します。 

   

１ 法令に違反した事項、著しく妥当性を欠く事項又は著しく不経済、非効率な事項 

監査結果（指摘事項 ） 措 置 （ 改 善 ・ 検 討 ） 状 況 

(1) 河川港湾対策室 

 【行政財産目的外使用料】 

行政財産目的外使用許可事務におい

て、使用料の算定を誤り、次のとおり過

大に徴収していた。 

行政財産の用途又は目的外使用に係る

使用料に関する条例及び貸付料算定基準

に基づき適正に算定されたい。 

（内容） 

石巻市（石河港）指令第４号 

 誤徴収額 １，５００円 

 正徴収額   ９４１円 

 過大徴収額  ５５９円 

 

今回の指摘事項に対し、再発防止策とし

て措置した内容は次のとおりです。 

 

今回の算定誤りは、貸付料算定基準にお

いて、土地を使用させる場合の一般的な算

定方法により算定すべきところを、電気通

信事業法施行令別表第一の「三 土地に定

着する建物その他の工作物」に該当するも

のとし、過大に徴収していたものでありま

す。 

過大徴収分については還付手続きを速

やかに行うとともに、今後の事務処理に当

たっては、条例や算定基準等の関係法令を

その都度確認し、その規定に基づいて事務

処理を行うとともに、複数の職員で確認す

るよう所属職員に周知徹底をしました。ま

た、還付金については、遡及期間である５

年間について、併せて還付の手続きを行う

こととします。 



(2)  建築課 

【行政財産目的外使用料】 

行政財産目的外使用許可事務におい

て、使用料の算定を誤り、次のとおり過

大に徴収していた。 

行政財産の用途又は目的外使用に係る

使用料に関する条例及び貸付料算定基準

に基づき適正に算定されたい。 

（内容） 

石巻市(石建)指令第２号 

  誤徴収額   ３８６，４２７円 

  正徴収額   ３７１，１４０円 

  過大徴収額   １５，２８７円 

石巻市(石建)指令第８号 

 誤徴収額      １，２６７円 

 正徴収額        ７０４円 

 過大徴収額       ５６３円 

 

今回の算定誤りは、貸付料算定基準にお

いて、建築年度での経過年数としてしまっ

たことと、算定率を改定前の 100 分の 6 と

して算定していたことにより過大に徴収し

ていたものであります。 

過大徴収分については、還付手続きを速

やかに行うとともに、今後の事務処理に当

っては、条例や算定基準等の関係法令をそ

の都度確認し、その規定に基づいて事務処

理を行うとともに、複数の職員で確認する

よう所属職員に周知徹底をしました。また、

還付金については、遡及期間である５年間

について、併せての還付の手続きを行うこ

ととします。 

(3) 下水道課 

 【行政財産目的外使用許可】 

 行政財産目的外使用料が未納である申

請者から、同じ土地の使用許可について

再度の申請があった際、初回の使用料の

納入について口頭により督促を行ったも

のの、納入を確認しないまま２回目の使

用の許可をした。さらに、初回の使用料

及び２回目の使用料がともに未納である

にもかかわらず、３回目の申請に対し使

用の許可をした。その結果、現場監査の

時点において、３回の使用許可に係る使

用料４５，１５３円が未納となっていた。 

 なお、初回の使用料７，３４１円及び

２回目の使用料２１，７５５円は平成２

３年３月２日に納入されているが、３回

目の使用料１６，０５７円については、

申請者が保有している「納入通知書兼領

収証書（歳入）」の写しによれば平成２３

 今回の指摘事項に対し、再発防止策とし

て措置した内容は以下のとおりです。 

 

 今般の件については、１回目の貸し出し

時に急を要したため、すぐに納入してもら

えるであろうという思い込みと、その後の

納入確認を怠ったことが、文書督促時期を

失するなど、一連の事務手続きにおける不

適切な処理を誘因したものであります。 

 

 今後については、かかる事態のないよう、

納付の確認については適に行なうよう所属

職員に周知徹底をいたしました。 

 また、行政財産目的外使用料については、

今回のように未納となるケースは極めて稀

であることから、使用者が許可条件を明確

に認識する方法については、今後、必要に

応じ検討をしたいと考えております。 

 



年３月１０日に石巻市収納代理金融機関

に納入されているものの、会計課の関係

書類では納入の事実は確認できない状況

となっている。 

 

 行政財産目的外使用許可は、公用又は

公共用に供する市民共有の財産である行

政財産を用途又は目的外に使用すること

について、あくまでも例外的に認めるも

のであり、その使用料は適正に負担させ

なければならないものである。にもかか

わらず、初回の使用料が未納である者か

らの再度の申請に対し、２回にわたり使

用を許可したことは、適法性、公平性の

観点から極めて不適切であり、再発防止

に万全を期されたい。 

  

 また、未納である使用料について一度

も文書による督促を行っていなかった。

督促は、納入すべき期限を指定すること

を要し、それを明確にする上から文書に

よることが必要である。 

 納入期限を経過しても使用料が納入さ

れない場合、文書により督促等の措置を

講じなければならないのに、これを怠っ

たことは極めて遺憾である。 

 

 なお、使用許可書は、市が使用者に対

し許可の条件を示す重要な書類であり、

証拠書類でもあることから、使用許可書

中に使用料の納入期限（年月日）を記載

するなど、使用者が許可の条件を明確に

認識できるよう改善を検討されたい。 

 

 納入の確認が遅れていた３回目の使

用料１６，０５７円については、金融機関

への納入を確認するなどし、平成２２年度

の収入として決算処理をいたしましたの

で、申し添えます。 

 

 

 

 



 

 

２ 平成２０年度監査時に指導をしたにもかかわらず改善が見られない事項 

監査結果（指摘事項 ） 措 置 （ 改 善 ・ 検 討 ） 状 況 

道路課 

 【契約事務】 

 予定価格調書の決裁印の押印漏れ、請

負業者からの消費税法に係る届出書へ

の収受日付印の押印漏れが見受けられ

た。 

 

 

 

今後は押印漏れが無いよう十分に注意

するよう職員に徹底しました。 

また、リーダー・補佐・課長が押印漏れ

が無いか確認します。 

 

 

 

 

 


